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民主党 自治体議員フォーラム・愛知「秋季セミナー」を開催 / 中村区支部（行政区支部）が党員の集
いを開催 / 部落解放同研究第38回全国集会を開催 / 民主党愛知県連・所属議員の活動報告 / 幹
事会報告（10月16日抜粋） / インフォメーション / 編集後記

 10月15日(金)～16日(土)の2日間、犬山市内のホテ

ルにて民主党 自治体議員フォーラム・愛知『秋期セミ

ナー』を開催し、約50名が参加した。 

 一日目は仙谷由人衆議院議員（本部政調会長）を講

師に『日本政治の課題』をテーマに行われ参加した議

員から「国庫補助負担均等に関する改革案の資料を

拝見したい」等の声が聞こえた。つづいて自治体議会

報告では愛知県議会、稲沢市議会、豊橋市議会、豊

田市議会、阿久比町議会が報告、質問・交流等が行

われた。報告の中では全国的にも議論の多い市町村

合併問題や各議会の取り組みが述べられた。 

 二日目は後房雄氏（名古屋大学教授）を講師に「行

政評価システムと自治体改革」をテーマに行われ、最

終講座では渡辺由美子氏（厚労省老健局企画官）を

講師に『介護保険「見直しの方向」について』をテーマ

に行われ参加した議員から「今後の介護保険制度の

あり方が分かりやすく聴講出来た」等の感想が聞かれ

た。 

 最後に総括として近藤良三運営委員長（県議会議

員）が「来年はぜひ愛知県で自治体議員フォーラム全

国集会を実現したい」と述べて閉会となった。
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 9月23日（木）つちやホテルにて名古屋市中村区支

部「党員の集い」が開催され83名が参加した。 

 支部長の松山登県議会議員があいさつを行い、「党

員同士のコミュニケーションの場をもっと増やして行き

たい」、「党勢拡大を行いたい」等を述べた。 

 また、顧問の赤松広隆（衆議院議員）、近藤昭夫（元

名古屋市議会議員）のあいさつも行われた。 

 幹事長のうかい春美（名古屋市議会議員）は今後の

活動報告提案、人事提案を行った。 

 活動報告では先の民主党本部臨時大会で承認された党規約改正が述べられ、民主党本部

「次の内閣」も報告された。参加した党員からは「民主党や中村区支部の活動が聞けてよかっ

た」、「党員同士で仲良くなれた」等の声が聞こえた。 
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 10月6日(水)～8日(金)の3日間、三重県伊勢市の県

営サンアリーナなどの施設にて、「人権・平和・環境を

基軸にした部落解放運動をすすめるとともに、人権立

国の実現をめざし、協働・共生の取り組みを拡げよう」

をテーマに全国集会が行われ、約1万人が参加した。 

 1日目は、記念講演として高梨 昌氏（信州大学名誉

教授）をむかえ「提言・急がれる若者のキャリア開発

～教育・雇用含む総合対策を」をテーマに行われた。

地元報告としては松村智広氏（部落解放同盟三重県

連合会）が「三重県における差別事件の現状と課題」を、特別報告として友永健三氏（部落解



 

放・人権研究所所長）が「ポスト人権教育10年の動向と課題」について報告を述べた。 

 2日目は、分科会として各会場にて「入門講座I、部落問題・人権問題入門」「入門講座II、時

事問題」「部落史と解放運動史の課題」「狭山再審闘争と司法民主化の課題」など12講座が行

われ、3地域でのフィールドワークが行われた。入門講座I、部落問題・人権問題入門では、

「DV防止法の現状と問題点」、「四日市公害から学ぶ」、「部落問題・人権問題入門」の3テー

マで行われた。 

 最終日は、岡田卓也氏（イオン名誉会長相談役）が「イオンの社会貢献と人権」をテーマに、

ビデオ上映（イオン1％クラブ、イオン環境財団等について）と講演が行われた。最終講演では

稲積謙次郎氏（ジャーナリスト）が「ヒューマンライツは複数形 －人権・同和行政のあり方を

問う－」をテーマに行われ3日間の全国集会が閉会された。 

 来年の第39回全国集会は和歌山県にて9月30日（金）～10月2日（日）の3日間行われる予

定。
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 中川区から愛知県議会へお送り頂き早いもので一年半が経ちま

した。この間も多くの方々のお支えを頂きながら元気良く議会活

動、地域活動に取り組んでくることができました。 

 議会の中では、昨年度警察委員会に所属し、地元中川区内で

の自動車盗難事件の多発（当時全国ワースト1）について警察の

取り組み強化を促し、また深刻な社会問題となっている架空請求

犯罪については、現在の対策（請求を受け取っても心当たりがな

ければ無視すること等）では、益々犯罪集団を増長させるのみ

で、抜本的解決のため、徹底した取り締まりを強く要請致しまし

た。 

 とにかく県政にたずさわる一人として「県民すべての方の生命と

財産を守る」ことを片時も忘れることなく、努力を続けるつもりで

す。そして何よりも近い将来、民主党政権の実現を叶えられるよ

う、微力ではありますが、少しでも党勢拡大に貢献したいと思って

おります。皆さんのご支援、ご声援を心からお願い申し上げます。

 緑区から名古屋市議会の議席を預からせていただき、1年半一

期生議員として、精一杯に議会・地域活動を進めさせていただい

ております。緑区は名古屋市の中でも地域面積が2番目に広く、

また人口も21万人を超える名古屋市内で1番人口の多い行政区

となりました。地域の抱える課題も多く、名鉄名古屋本線の立体



 

 
 

 

交差、区役所支所の建設、地下鉄6号線、徳重地区への延長、市バス路線の充実、鳴海・有

松駅前再開発事業や鳴海地区の治水対策・環状302号線の整備など解決が急がれる課題

が山積みしております。こうした課題に対しては、市民・区民の方々の要望や意見を直接お

聞きすることにより、これまで定例議会では一度も欠かすことなく質問に立つ機会を頂きまし

た。「たばこのポイ捨てに関する当局への質問」が平成16年6月23日付の中日新聞朝刊、全

国版に掲載されるなど、安心して安全に暮らせる街づくりのためにこれからも、市民の方々

の意見や要望を議会の中で反映させていただくために全力で取り組むことをお誓い申し上げ

ます。

 昨年、4月の統一地方選挙で新人として藤岡町議会議員とし

てスタートを切り、早1年半が過ぎようとしております。 

 現在、全国では合併特例法の期限である、平成17年3月31日

までの市町村合併の論議が進められております。当町も、お隣

の豊田市への編入合併について東西加茂郡の5町村を含む7

市町村で法定合併協議会を立ち上げ、平成17年4月1日の合併

に向け協議をしてまいりました。 

 今回の合併は、国・地方ともに厳しい財政状況の中、地方分

権・少子高齢化の進行等きびしい時代を乗り越える、足腰の強

い基礎自治体の構築が目的であります。 

 そのためにも、夢ある藤岡町の将来を見据え、自らの議員職

をかけ合併に向け取り組んでおります。 

 各地域で、合併破綻の情報が新聞等で紹介されていますが

「議員は公僕であれ」を心情に残された期間を全力で取り組ん

でいく所存であります。
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■幹事会報告 （10月16日抜粋）

■選挙対策方針について（選対委員会確認済み） 

1. 衆議院愛知県第10区候補者選定手順と次期統一地方選挙候補者擁立について  

2. 衆議院候補者の公募について  

■行政区支部の設立について「政党支部（政治団体）の設立」  

◆県連幹事会承認後→本部へ支部証明の発行申請→政治団体設立届提出 

◆政党支部（政治団体）として政治資金収支報告の提出義務等が発生 

■「人権侵害救済法」早期制定に向けた県内集会  



 

◇日時 10月26日（火）13：30～ 

◇場所 名鉄組合会館2Fホール 

◇規模 120名 

◇要請 国会議員を中心に議員の参加 

■政策調査会の取り組みについて  

1. 障害者施策の確立―愛知県心身障害者コロニー視察（春日井市）  

2. 児童虐待防止―学習会の開催（3回講座）  

3. 業種別政策懇談会―愛知県損害保険代理業協会  

■その他  

連合愛知「躍進のつどい」について 

◇8名参加予定 （近藤代行、伴野・佐藤・木俣・近藤・吉田副代表、松山幹事長、住田労働

局長） 

 

東海州議会について 

◇第1回議会の開催について  

 日時 11月23日 祝日（火）13:00～16:00 

 会場 名鉄ニューグランドホテル7F「扇の間」 

 議案 議案1「愛 地球博」、議案2「地方分権」 

■インフォメーション
■中間選挙および補欠選挙結果 

1. 岡崎市議会議員選挙（9月12日執行） 

◇加藤繁行「かとう しげゆき」7期目 当選3,107票 

◇中根 薫「なかね かおる」 6期目 当選3,248票  

2. 岡崎市長選挙（9月12日執行）推薦 

◇柴田紘一「しばた こういち」2期目 当選138,350票  

3. 名古屋市議会議員昭和区補欠選挙（10月3日執行） 

◇斉藤まき子「さいとう まきこ」新人 次点6,553票  

編集後記

 秋はいつも大忙しい日々だ。祭りや運動会など通年のものだけでなく、今年は地下鉄環状

線とあおなみ線の開通やITS世界会議もあって、目が回りそう。などと、のんきなことを言っ

ていたら、またまた台風の上陸、そして新潟の地震…またまた起きている自然災害の連続、

と言い切ってしまえない。大きな力が私たちに罰を与えているような気もする。

広報委員 田中里佳(名古屋市議会議員)



インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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